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　「臨床外科」の編集委員の 1 人として編集作業に携わる一方，本誌の読者の 1 人として毎号楽しみに
読ませていただいている連載シリーズの 1 つが，川原尚行氏による「元外科医，スーダン奮闘記」で
ある．
　いささか個人的なことであるが，川原氏は私の大学および教室の後輩である．彼は以前外務省の医
務官としてアフリカで勤務していたときの衝撃が脳裏を離れず，日本における安定した医師としての
生活，そして社会生活を投げうって NPO 法人「ロシナンテス」を設立し，スーダンで外科をはじめと
した医療はもとより農業，インフラ整備等の環境対策を行うなど，幅広く活動している．そのような
意味では「元外科医」ではなく，「現役アフリカ在住外科医」でもある．連載が開始され 3 年になろう
としているが，毎号リアルタイムに彼の，また NPO の活動がうかがえることに興味を持って下さって
いる読者も少なくないと聞いている．
　一世を風靡したサミュエル・P・ハンチントンの「文明の衝突」は冷戦後の世界の枠組みを語ったも
のであるが，その受け止められ方は各々の文明圏において，また立場において，そして個人において
様々であろう．しかし，いずれにしてもアフリカが今後どのように位置付けられるかということは，
自らが属する文明圏の行く末に加えて誰もが興味をもつところである．
　地球温暖化に象徴される環境破壊が全世界的関心事となって久しいが，人類が壊滅してもし少数の
人間のみが生存したとき，われわれ日本人のような高度な文明社会に住んでいる者と，アフリカなど
自然により幅広く直接，接している人々とどちらがたくましく生きられるかと考えることがある．わ
れわれのように高度な文明により自然との直接の接触が広く遮断され，自然と接することが少ない者
が文明の利便を失ったときの脆弱性を思うと同時に，川原氏の話から聞くアフリカの人々の力強さを
感じる．また，その環境に身を投じた彼の意志と心の強さに感動する．川原氏は募金活動などで帰国
した際には同時に多くの講演活動を行っている．中高校生が彼の講演を聞いて一様に目を輝かせてい
る光景を伝え聞いて，彼の活動はひとつアフリカの人々のためだけではなく，むしろわが国の日本人
の，特に若者のためと思えてならない．川原氏およびスタッフの方々の崇高な志が次第に結実してい
くことと，彼らの健康と安全を祈ってやまない．
　 （桑野博行）
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